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TRECとは
　TAKAOKA x TOYAMA, Root, Earth, Cultivate の頭文字
からの造語、TRECプロジェクトは、伝統技能の伝承方
法の検討、伝統技能保有者の育成、伝統技能を用いた産
業の現代化を図ると同時に、「産」「官」「学」によるそ
の運営組織体制のひな型開発までを目的とした、５年計
画のプロジェクトです。
ロゴの解説：
TREC の T は、高岡、富山の二つの T を、さらに地元高岡の銅器開発に
欠かせない槌をイメージしたもの、また REC は高岡の再生「Re-creation」
そして記録する「Recording」にもつながっています。
　このTRECプロジェクトは、平成20年度に文科省に採
択された産学官連携戦略プロジェクトであり最初の３年
間を基盤開発、４，５年目を体制準備及びそのトライア
ルと位置付け、具体的な切り口として「音と金属」をテー
マに取り上げています。
プロジェクトの背景とその目標
　「伝統技術は地域文化の生命性の源泉」一般にはこう
いった認識がされている伝統技術ですが、実態としては
危ういところも多く見られます。
　全国各地の江戸時代から続く伝統産業はその多くが職
人の技によるものの生産、それらを売りさばく問屋制度
（それはたにまち的保護者でもあった）から成り立って
いました。しかし近代の物流システムが問屋制度の崩壊
を引き起こし、また製品そのものも時代の潮流、消費者
のライフスタイルの変化という流れの中で伝統的価値を
十分に生かしきれないものとなってきたのが現実です。
　産地では製品需要の減少、問屋を欠いた物流システム
への対応の難しさ、さらには消費地の新しい需要動向に
対応しきれていない製品開発といった負のサイクルの中
で、高度な職人技術の伝承は後継者難からも大きな局面
に直面しています。
　この状況に対して、通産省／経産省が打った伝統産業
育成のため種々の施策は、その局面、局面ではそれなり
の成果を果たしましたが、継続的な活性化につながって
いないものがあるのも現状です。
　今回のTRECプロジェクトは、そういった状況に対し
て、職人が持っている技の価値を再評価し、その継承と
現代化のための具体的方法として、知財化を軸とする
種々の方法を検討・提案する。一方でそれら知財を担保
し新たな製品開発にも結び付けてゆく手法などを考えて
います。それを検証するためのパイロットプロジェクト
を試行するとともに試験的な運用体制を作り、その結果
を踏まえてプロジェクト終了後の実際的運用体制を提案
しようとするものです。
なぜ「音と金属」か
　高岡銅器は仏具をはじめとして多くの製品が音にかか
わっています。また音は人間の五感の一つであり、われ
われの現代生活、文化の中でも非常に重要な役割を果た
しています。また歴史的にみても音は種々の分化と発達
を繰り返してきました。こういった背景をもとに、音は
いろいろな形で科学、研究されてきており、高岡銅器の
伝統技能の中から「音」にかかわる部分を抽出すること
によって、その現代化への糸口となると考えたからです。
TRECプロジェクト体制
　富山大学
　　　芸術文化学部
 前田一樹教授、近藤潔教授、松原博教授、
 清水克朗准教授、小川太郎助教、
 福本まあや助教、長岡大樹助教
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　　　地域連携
 石黒雅熙地域連携推進機構長
 御手洗照子客員教授
 肴倉睦子特命講師
　アドバイザリーグループ
 向井周太郎・武蔵野美術大学名誉教授
 廣瀬禎彦・日本コロンビアミュージック
 　　　　　エンターティメント取締役名誉相談役
 酒井俊彦・住友金属テクノロジー社友
 日高一樹・日高国際特許事務所代表
 竹村　譲・テクノロジープロダクト・アドバイザー
　高岡市経営企画部
　富山県総合デザインセンター 
　高岡市デザイン・工芸センター
活動状況
＃１ステージ（基盤開発）Ｈ20～22年度
１）Ｈ20年度：基礎調査
□地元や各地の産業、企業の実態調査
　・高岡
　　シマタニ昇龍工房 ／ 老子製作所 ／ 
　　クロタニコーポレーション
　・岩手県（南部鉄器）
シマタニ昇龍工房
鏧子（けいす）は音の調律の基本となる「甲（かん）」「乙（おつ）」「聞
（もん）」と呼ばれる三つの音の 音程・波長をすべて整えて完成する。
ロジアソシエーツ
伝統的南部鉄器は量販の新しい販路を海外に求めている。
川島織物セルコン
高岡木舟町・御車山の祭礼幕の慎重を担当、Ｈ 21 年度の御車山祭りで
お披露目された。
京都精華大学
京都における伝統技能保存の実例に関する意見交換会
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　　ロジアソシエーツ ／ 及源鋳造 ／ 釜定 ／ 岩鋳
　・京都 
　　川島織物セルコン
□伝統技能にかかわる教育機関の調査
　　京都伝統工芸大学校 ／ 京都精華大学
□海外における半官半民運営組織の調査
　　　ISOLA（イタリア・サルジニア）
２）Ｈ21年度：トライアルプロジェクトと知財化準備
　具体的活動として、技能の抽出、新製品コンセプト開
発、さらに技能の知財化の準備を開始する。
・老子製作所との連携プロジェクト
　梵鐘鋳造技術における現場技能の中で、合金配合
組成や音の作りこみのための判断にスポットを当
て、職人の経験的ノウハウを定量化し、いい音の
コア技能抽出を図る。
・「音と金属」新製品コンセプト開発
　将来的に銅器（金属）製品の現代化につながる「い
い音ｘ現代のライフスタイル」をテーマにそのコ
ンセプト開発を行う。
・知財化のための準備活動
　技能の知財化とは何か、製品の開発、また製造に
関する技能の区分、データベース化することの意
味などを中心に、活動の基盤となる情報収集を講
演会形式で集積を図る。
　これら三つの活動を年間を通じて行い、実行委員会、
連絡会（学内ベース）を隔月に実施、さらに２，３カ月
に一回のペースでシリーズ講演会を行った。
３）Ｈ22年度：基盤研究の方向付け
　Ｈ20、21年度の活動をベースに第１ステージのまと
めとして、以下の活動を行う。
・抽出技能と製品コンセプトのドッキング
・知財化のための構成要素構築（音を例として）
・知財セミナーシリーズの開催
・具体的な産官学体制への準備活動
＃２ステージ（体制準備とトライアル）Ｈ23～24年度
　抽出技能、現代化コンセプト知財化活動など第１ス
テージの成果をもとに、活動の組織化とその実際的な運
用を目指して展開を図る。
１）産官学コーディネーション活動
２）新製品開発プロトタイプ作成
３）データベース化推進
最終目標値
　上記に述べた２ステージ、５年の計画遂行をもとに、
最終年には、地元行政と地場産業が連携し運営する母体
に、大学がアドバイザーの立場で参画する形態の提案、
更にその運営母体が、事業としてこのTRECプロジェク
トから得られた知財保護手法とその運用といった有形無
形の共有資源を利用する中で、実業務へつなぎこみ定着
させ、さらには他の類似する可能性へ具体的な水平展開
への発展を目標としています。
HP : www.trec-net.jp
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ミニ梵鐘試験体実験
組成配合による音色の差を測定
「音と金属」コンセプト開発
厚みと形状の変化を追う
ミニ梵鐘試作のための溶解工程
高岡市デザイン・工芸センターで実験用ミニ梵鐘を試作
「音と金属」コンセプト開発
どこまで小さななりものができるか
サルディニア　女性民族衣装（ダンス用）
袖口の鈴が明るい音色を奏でる
サルディニア　ナイフ工房
大ぶりの実用的なナイフにイノシシが美しく彫金され美術ナイフとして
販売される。
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